
吟ｎ
ｊ
獅行発叩明１３洋仰㈲吽1 9 8りよだ政市治宇円郎新日１Ｅ１″

可一郵…日…作昭
田

実施計画
56～58年度

ゆ
た
か
な

く
ら
し
を

築
き
ま
し
よ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

内
職
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
な
ど

施
そ
せ
ヽ
く
ま

実
゜
ら
は
と
し

市
定
知
回
康
せ

泊
策
お
今
健
ら

宇
を
で
の
び
知

ｒ
Ｊ
ズ
目
よ
お

ど
度
一
回
お
て

ほ
年
リ
２
障
い

の
5
8
シ
第
保
つ

こ
一
を
ｏ
の
に

ヽ
5
6
し
す
利
策

は
和
ま
ま
権
施

で
昭
ら
い
的
の

市
画
あ
て
民
し
゜

計
の
し
市
ら
す

議
会
だ
よ
り

百
～

Ｔ
Ｉ

回
廠

二
廠

Ｔ
廠
・

］
。

八
、
九
月
お
よ
び
十
月
（
一

部
）
に
行
わ
れ
た
香
貝
会
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
常
集
頁
会
〉

●
十
月
一
日
・
・
・
議
案
審
査
を
行

い
。
持
別
職
の
職
員
で
常
勣

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
、
襲
お
議

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
５
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
十
議
案
を
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〈
市
民
環
境
常
任
Ｓ
員
会
〉

・
九
月
一
丁
四
日
・
・
・
石
や
市
、

仙
台
市
奮
汀
政
視
察
。

・
九
月
三
十
日
・
・
・
市
内
私
鉄
駅

く
ら
し
の
周
辺
整
備
を
推
進

一タンセ職内の定予るれさ築新転移

の
放
置
自
転
車
の
状
況
＊
５
Ｓ

察
し
た
の
ち
．
議
案
及
び

請
願
の
審
査
を
行
い
、
農
業

共
同
作
業
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

路
線
を
視
察
し
た
の
ち
、
議

案
及
び
請
願
の
審
査
を
行

い
、
市
営
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
二
議
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
、
請
願
一

件
を
継
統
審
査
と
し
ま
し
４

ま
た
、
市
へ
の
損
害
賠
償
請

求
事
件
や
水
道
事
業
の
現
況

８
・
９
・
1
0
月
委
員
会
活
動

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、

請
願
一
件
を
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ

ク
に
対
す
る
助
成
や
善
法
地

区
道
路
改
良
事
業
の
用
地
先

行
取
得
な
ど
に
つ
い
て
、
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

〈
建
設
水
道
常
任
委
員
会
〉

●
十
月
一
日
…
市
道
認
定
予
定

な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

〈
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
〉

・
九
月
三
～
五
日
・
・
・
久
留
米
市

及
び
佐
世
保
市
を
行
政
視
察
。

・
九
月
九
日
・
：
請
願
審
査
を
行

い
、
木
幡
地
域
に
保
育
所
の

新
設
を
求
め
る
請
願
を
探
択

す
べ
き
も
の
と
決
Ｌ
Ｈ
４
-
Ｋ
'
°

実
施
計
画
は
。
昭
和
六
十
年
を

目
標
に
『
み
ど
り
ゅ
た
か
な
住

み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
』

の
実
現
を
め
ざ
し
た
総
合
計
画
（
基

本
構
想
・
基
禾
計
画
）
に
基
づ
い

て
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
は
、

●
住
民
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
て

・
市
民
的
権
利
の
保
障
を
め
ざ
し

て

・
健
康
で
、
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を

め
ざ
し
て

・
心
の
ゆ
た
か
さ
を
め
ざ
し
て

・
安
全
で
快
適
な
く
ら
し
の
場
を

●
九
月
三
十
日
・
：
譲
案
及
び

請
願
の
審
査
を
行
い
、
三
議

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
笠
取
小
学
校
・
笠
取
第

二
小
学
校
校
舎
全
面
改
築
に

関
す
る
謂
願
、
新
設
校
建
設

・
施
設
・
設
庸
充
実
に
関
す

る
請
願
の
二
請
願
を
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仮
称
木
幡
地
区
公
民

館
の
建
設
な
ど
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

・
十
月
六
日
・
・
・
仮
称
木
幡
地
区

公
民
館
新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
桔
に
つ
い
て
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

〈
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策特

別
委
員
会
〉

●
九
月
二
十
七
日
・
・
・
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
手
続
き
の
経
過
報

告
＊
＊
(
け
た
の
ち
．
請
願
審

計
画
を
公
開
し

市
民
要
望
を
反
映

田
同
和
対
策
の
推
進

・
㈲
道
路
網
整
備
・
：
同
和
対
策
事

業
と
し
て
対
象
地
区
の
住
環
境

の
改
善
を
図
る
（
４
億
８
千
8
7
2

〈
宇
治
川
治
水
対
策

特
別
委
員
会
〉

・
九
月
二
十
六
日
・
：
昭
和
五
十

五
年
度
の
改
修
事
業
の
概
要

と
宇
治
川
改
修
の
促
進
に
つ

い
て
の
要
望
の
提
出
に
つ
い

て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〈
財
敢
対
策
特
別
委
員
会
〉

●
十
月
二
日
・
・
・
宇
治
市
財
政
自

主
再
建
計
画
の
変
更
（
第
九

回
）
に
つ
い
て
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

〈
近
鉄
対
策
特
別
委
員
会
〉

●
十
月
三
日
・
・
・
請
願
審
査
を
行

い
、
近
鉄
い
せ
だ
駅
の
東
側

出
・
改
札
口
開
設
に
関
す
る

請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と

第２回消費生活展

明
日
の
く
ら
し
を
あ
な
た
の
手

で
ト
ト
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
宇

治
市
消
費
生
活
展
が
十
月
二
十
五

日
か
ら
三
日
間
、
市
民
会
館
を
中

心
に
開
か
れ
多
く
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

こ
の
消
費
生
活
展
に
は
、
十
三

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
な
か

で
も
「
省
資
源
コ
ー
ナ
ー
」
に
は

仙
郷
山
に
不
燃
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

ら
れ
て
い
た
再
生
・
利
用
可
能
な

置
時
計
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
訪
ず
れ
た
市
民
の
中
か
ら
驚

き
の
声
が
で
て
い
ま
し
た
。

ｎ
ぺ

１
１
）

Ｃ
ＯＱ

■
５

願
い
し
ま
す
。

（
陶
は
新
規
事
業
、
吻
は
充
実
し

た
事
業
）

1

1

1

1

1

1

1

市
民
的
権
利
の

保
障
を
め
ざ
し
て

万
円
）

一
面
隣
保
館
だ
よ
り
の
発
行
…
地

区
住
民
へ
の
啓
蒙
、
啓
発
広
報

を
推
進
す
る
（
4
5
万
円
）

査
を
行
い
、
二
件
鳶
継
続
審
決
し
ま
し
た
。

査
と
し
ま
し
た
。

〈
折
居
国
有
林
開
発
対
策
特
別
委
員
会
〉

・
八
月
四
日
・
：
山
城
総
合
運
動

公
園
建
設
に
伴
う
防
災
対
策

等
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

・
十
月
三
日
・
・
・
折
居
国
有
林
開

発
に
伴
う
諸
施
設
の
進
打
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
良
’
入
け

た
の
ち
、
請
願
審
査
を
行
い
、

一
件
を
継
統
審
査
と
し
ま
し

た
。

《
新
広
域
市
町
村
圖
対
策

特
別
委
員
会
〉

・
九
月
二
土
（
日
・
・
水
都
南
部

都
市
広
域
行
政
圏
推
進
協
議

会
定
例
会
の
会
議
結
果
お
よ

ぴ
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
-
Ｈ
ｆ

関
過
疎
対
策
の
推
進

・
卸
谷
山
林
道
整
備
・
：
5
6
年
度
か

ら
排
水
施
設
を
整
備
（
１
億
１

千
4
3
0
万
円
）

・
聞
野
外
活
動
施
設
設
置
調
査
…

5
6
年
度
に
、
家
族
づ
れ
で
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
、
休
養
、
健

康
増
進
な
ど
を
は
か
れ
る
施
設

設
置
に
つ
い
て
の
調
査
（
3
0
万

円
）

●
固
笠
取
地
域
飲
料
水
供
給
対
策

・
・
・
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
媚
和

５
６
年
度
か
ら
簡
易
水
道
敷
設
工

事
（
２
億
５
千
5
0
0
万
円
）
お
よ
び

昭
和
５
６
年
度
に
炭
山
、
二
尾
、

池
尾
地
区
の
水
源
・
実
施
方
法

な
ど
の
調
査
（
5
0
0
万
円
）

健
康
で
ゆ
た
か
な

く
ら
し
を
め
ざ
し
て

倒
市
民
生
活
の
向
上
と
社
会
福
祉

の
向
上

・
閲
民
生
白
書
の
発
行
…
5
6
、
5
8

年
度
に
社
会
福
祉
行
政
の
基
礎

資
料
＊
ｓ
ｉ
;
行
（
4
5
万
円
）

一
閲
内
職
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
・
・
・

現
内
職
セ
ン
タ
ー
が
狭
く
な
っ
て

き
た
の
に
対
し
．
５
６
年
度
に
施

設
を
新
設
す
る
（
２
千
4
1
0
万
円
）

・
㈲
福
祉
医
療
費
支
給
・
：
重
度
障

害
者
、
母
子
家
庭
児
に
対
し
て

医
療
費
を
助
成
（
１
億
３
千
9
3
6

万
円
）

・
団
育
成
学
級
施
設
整
備
・
・
・
5
6
年

度
か
ら
専
用
教
室
を
４
ヵ
所
新

設
し
、
３
教
室
の
改
築
を
行
う

ほ
か
、
5
6
年
度
に
1
0
教
室
に
1
0
台

の
専
用
電
話
を
設
置
（
５
千
ｓ

万
円
）

一
明
同
心
身
障
害
者
農
園
共
同
作

業
所
設
置
・
：
自
立
更
生
を
図
る

施
設
と
す
る
た
め
の
調
査
を
５
６

年
度
に
実
施
（
1
0
万
円
）

一
団
敬
老
祝
金
支
給
…
5
6
年
度
か

ら
１
人
５
千
円
を
支
給
（
１
億

．
6
5
0
万
円
）

・
明
持
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
星

園
建
設
補
助
・
・
・
5
7
年
度
に
建
設

補
助
（
１
千
万
円
）

・
㈲
消
費
者
啓
筆
：
消
費
生
活
の

安
定
及
び
向
上
に
必
要
な
知
識

V
i
m
録
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
（
1
5
7
万
円
）

一
明
総
合
福
祉
会
館
運
営
管
理
…

5
7
年
度
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

Ｔ
億
8
0
万
円
）

閤
産
業
の
条
件
整
備

一
㈲
危
険
野
つ
ぽ
安
全
対
策
・
．
・
５
６

年
度
か
ら
7
0
ヵ
所
に
対
し
補
助

（

1
3
1
万
円
）

・
圀
ふ
る
さ
と
農
園
設
置
・
・
・
5
6
年

度
か
ら
２
ヵ
所
設
置
（
4
0
万
円
）

・
明
茶
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
発
行

…
5
6
年
度
か
ら
特
産
宇
治
茶
の

宣
伝
を
図
る
た
め
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
作
成
（
4
5
0
万
円
）

―
Ｉ
Ｓ
Ｓ
‐
1
1
1
1
1
1
－
Ｉ
Ｓ
Ｉ
―

゛
伊
ず
４
ｔ
４
お
り

∧
鋤
Ｅ
。
彰

一
…
…
…
訟
～
エ

ニ
ー
ド
Ｊ
・
～
親
■
圧
万
で
Ｉ
。

゛
゛
゛

’
縦
｀
に
｀

…
…
よ
’
ｌ
。
述
～

四
言
゛
″
’

ン
゛
イ
。
欧
’

こ
汗
ｒ
ｙ
』
回
皆
鸞
逢

廠
７
川
～
口

廠
、
≒
｛

一
⑤
｛
一

一
Ｊ
惣
ユ
ご
こ
と

ｙ
Ｇ
Ｊ
～
心ム

ｙ

沿
ご
Ｉ
ぶ
と
’
こ
こ
ら
に
Ｌ
Ｅ

４
士
－
・
廠

う

｀
゛
七
獲
一
一

（
汐

｀
一

四
こ
一

一
回
一
ｔ
ご
匹

お

廠
χ

心
べ
に
に

づ
″
に
ぬ

ｔ
ｆ
か

⑤
１
廠
一
一

゛
¨
一
‘ Ｊ
＾
｛
。
’
一

゛
゛
■
｀
ｊ
°

で
犬

１ ９
ｔ
～
｛
。

｛
＾
「
｀
゛

■ 」
゛
］
゛
“
■
｀

Ｊ
Ｌ
廠

な
心
仏
。
ヱ
い
Ｉ
店
゛
Ｉ
ダ
ノ
ー
一

言
言
七

「
ｙ
Ｊ
’
。
」

０
圧
欝
イ
あ
。

ノ
言
ぎ
’
゛

≒
’

゛

炉
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’
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京滋バイパス

ｒ
４

一一
｀

ｅ
｀心゛

らか一心Ｅ宍ぐ`一ＪＥ…で一諮作日宍淑宇

″｀″を書″Ｅ１月０１｀ふま″を申″てｙこ’
・
瓢響皿″｀こ一匹四スヴ″京

゛゛゛一″゛｀一゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛｀ｌ゛゛一
一
゛ｓ゛゛｀ｅ゛゛｀Ｉｓｅ｀ｓ゛

一
｀

一
゛゛゛゛゛゛｀Ｓ一゛｀″゛゛゛゛｀

一
た
一一作

％よしましせら知おていつにＩ紛″とま
ぐ匹｀″気こ

Σ
そ

ご
Ｏ
一
ま

探ま
一
つ

乙Ｊ
汀

心
一
四

ごおｉ
ｉ
:
Ｓ

１
匹

ｙ

｀

｀作゛゛゛゛一
｀

一
｀心｀゛゛｀

環
境
保
全
協
定
締
結
求
め
る
な
ど

‘
こ
の
答
申
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
七
日
に
、
宇

治
市
長
が
協
議
会
に
諮
問
し
た
「
建
設
省
・
日
本
道

路
公
団
が
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
で
発

表
し
た
京
滋
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
に
伴
う
環
境
へ
の

影
響
並
び
に
環
境
対
策
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
」

総
括

本
環
境
影
響
評
価
書
案
は
。
建

設
省
、
日
本
道
路
公
団
が
行
う
京

滋
バ
イ
パ
ス
宇
治
地
区
整
備
計
画

が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

現
況
調
査
・
予
測
・
評
価
を
実
施

し
た
結
果
及
び
環
境
保
全
対
策
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

市
及
び
市
議
会
に
お
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
経
過
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
昭
和
四
十
五
年
、
市
議
会

の
三
原
則
（
①
住
宅
地
を
通
過
し

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
②
夭
気

汚
染
・
騒
音
な
ど
の
規
制
基
準
を

こ
え
る
公
害
は
絶
対
出
さ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。
③
道
路
計
画
の

決
定
に
つ
い
て
は
関
係
住
民
の
納

得
を
得
る
こ
と
。
）
。
市
の
四
条
件

（
①
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
が
住
宅

地
を
通
過
し
な
い
よ
う
計
画
さ
れ

る
こ
と
。
②
自
動
車
の
排
出
ガ
ス

に
よ
る
大
気
汚
染
・
騒
音
な
ど
は

少
な
く
と
も
環
境
基
準
も
し
く
は

こ
れ
に
準
ず
る
基
準
値
を
こ
え
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
③
バ
イ
パ

ス
は
有
料
道
路
と
し
て
で
は
な
く
■

一
般
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
、
と

く
に
山
岳
部
、
笠
取
地
域
方
面
の

地
域
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
④
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト

決
定
に
あ
た
り
本
市
と
事
前
に
協

膿
さ
れ
る
こ
と
”
)
及
び
昭
Ｅ
Ｍ
:
)
４
-

省
の
発
表
し
た
京
滋
バ
イ
パ
ス
が

宇
治
市
を
通
過
す
る
こ
と
は
避
け

‐
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
②
環
境

影
響
評
価
に
つ
い
て
は
関
係
住
民

の
意
向
を
尊
重
し
、
慎
重
か
つ
迅

速
に
行
う
。
③
環
境
影
響
評
価
書

案
が
提
出
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は

早
急
に
具
体
的
対
策
が
関
係
機
関

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
。
）
が
あ

本
協
吏
湿
、
現
地
調
査
、
住

民
と
の
懇
談
会
を
行
っ
た
上
で
住

民
か
ら
の
意
見
書
、
事
業
者
の
こ

の
諮
問
内
容
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

答
申
書
は
、
事
業
の
概
要
と
意
義
、
環
境
調
査
項
目

の
設
定
、
環
境
影
響
評
価
の
概
要
（
自
然
環
境
・
社

会
環
境
・
生
活
環
境
）
、
手
続
き
の
概
要
、
審
議
結
果

（
個
別
的
事
項
・
総
括
）
の
順
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
に
対
す
る
見
解
書
を
参
考
に
し
、

現
況
調
査
・
予
測
・
評
価
・
環
境

保
全
対
策
を
審
議
し
た
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
次
の
よ
う

に
総
括
す
る
。

協
吏
湿
、
建
設
省
、
日
本
道

路
公
団
と
協
議
し
て
環
境
影
響
評

価
の
実
施
計
画
、
実
施
要
領
を
定

め
た
が
、
環
境
影
響
評
価
の
う
ち

予
測
・
評
価
に
つ
い
て
は
協
吏
｀

と
事
業
者
と
の
間
に
種
々
意
見
の

相
違
を
残
し
た
ま
ま
で
評
価
書
案

が
作
成
さ
れ
た
。
と
く
に
、
大
気

汚
染
、
騒
音
等
に
つ
い
て
は
専
門

的
な
問
題
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ

た
の
で
、
個
別
的
事
項
の
と
こ
ろ

で
専
門
的
な
見
解
を
述
べ
、
学
識

経
験
者
と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か

に
し
た
。

＊
評
価
書
案
は
、
以
下
の
条
件

を
満
た
す
な
ら
ぱ
お
お
む
ね
妥
当

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

評
価
書
案
は
、
予
測
・
評
価
及
び

環
境
保
全
対
策
に
お
い
て
不
十
分

な
点
が
あ
り
、
従
っ
て
、
評
価
書

の
作
成
に
お
い
て
ホ
答
申
に
指
摘

す
る
必
要
な
調
査
、
予
測
、
評
価

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
か
つ
十
分

な
環
境
保
全
対
策
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
環
境
が

保
全
さ
れ
、
住
民
生
活
に
寄
与
す

る
道
路
と
な
る
こ
と
が
保
障
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
画
路
線
周
辺
地
域
の
動
植
物

よ
り
な
る
生
態
系
は
、
景
観
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
重

要
な
意
義
を
も
つ
ぱ
か
り
で
な
ぐ
、

ま
た
笠
取
地
域
で
は
農
林
生
産
に

役
立
つ
か
ら
、
開
発
に
十
分
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ツ
枯
れ
に
つ
い
て
は
、
排
ガ

ス
に
よ
る
マ
ツ
林
の
衰
弱
が
被
害

を
増
加
す
る
か
ら
、
道
路
沿
い
の

樹
木
の
樹
種
組
成
、
生
育
状
態
、

活
力
度
等
を
定
期
的
に
調
査
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

景
観
に
つ
い
て
は
、
明
星
山
ト

ン
ネ
ル
西
坑
口
周
辺
の
森
林
破
壊

並
び
に
事
業
実
施
時
に
笠
取
地
域

に
お
い
て
大
き
な
法
面
１
が
生

じ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

志
津
川
沿
い
の
炭
山
林
道
は
東

海
自
然
歩
道
に
指
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
志
津
川
沿
い
を
通
過
す
る

計
画
路
線
は
、
・
菟
道
隼
上
り
か
ら

二
尾
勢
ノ
谷
に
至
る
一
連
の
ト
ン

ネ
ル
に
構
造
を
変
更
す
べ
き
で
あ

る
。

む
。
従
っ
て
、
現
段
階
に
お
い
て

は
。
評
価
書
に
明
記
で
'
≪
<
＜
:
:
≫
い
も

の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以

下
に
お
い
て
将
来
の
問
題
も
含
め

て
述
べ
＆
。

Ｉ会″″皿″を皿ヾト八心ア

域
に
つ
い
て
は
「
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
開
発
等
が
予
想
さ
れ
る
」

と
あ
り
、
ま
た
、
菟
道
・
五
ケ
庄
・

横
島
地
域
に
お
け
Ｋ
Ｈ
ｅ
Ｊ
Ｅ
ａ
s
s
l
S
の

場
〈
Ｒ
「
沿
道
サ
ー
ビ
ス
業
の
立
地
が

予
想
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

宇
治
市
及
び
地
元
自
吏
祭
協
力

し
て
、
本
整
備
計
画
の
受
け
入
れ

並
び
に
活
用
の
対
策
を
た
て
て
お

く
べ
き
で
あ
る
。

向
産
業

農
林
産
物
等
土
地
産
業
へ
の
影

響
は
、
道
路
に
近
い
あ
る
範
囲
内

に
強
く
現
わ
れ
る
か
ら
、
路
線
供

用
後
、
大
気
汚
染
・
気
流
の
変
化
・

日
照
・
夜
間
照
明
な
ど
の
影
響
の

監
視
が
必
要
で
あ
る
。

宇
治
川
右
岸
茶
園
に
つ
い
て
は
、

生
産
に
関
す
る
環
境
の
影
響
が
十

分
に
分
つ
て
い
な
い
か
ら
、
可
能

な
限
り
現
在
の
微
気
候
的
環
境
を

変
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
工
事

を
行
い
、
今
後
も
茶
の
質
・
生
産

量
と
微
気
候
観
測
を
続
け
る
必
要

が
あ
る
。

宇
治
川
左
岸
地
域
の
巨
椋
池
既

成
田
に
つ
い
て
は
、
計
画
路
線
の

横
断
に
よ
る
局
地
的
な
風
害
と
道

路
照
明
に
よ
る
日
長
の
変
化
の
稲

作
に
及
ぼ
す
彫
響
に
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。

棋
島
地
域
の
工
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
中
小
零
細
企
業
の
発

展
。
工
場
敷
地
が
道
路
用
地
と
し

て
買
収
さ
れ
た
り
分
断
さ
れ
た
り

す
る
企
業
へ
の
措
置
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
本
整
備
計

画
と
平
行
し
て
既
存
道
路
の
整
備

が
進
ま
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

こ
の
場
合
の
対
策
を
た
て
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

圈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

計
画
路
線
に
よ
り
分
断
さ
れ
る

世
帯
の
発
生
を
防
ぎ
、
同
時
に
騒

音
や
大
気
汚
染
の
影
響
を
低
減
す

る
た
ぬ
に
特
定
の
区
間
に
対
し
て

計
画
路
線
上
に
董
々
ど
を
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
貧
道
隼
上
り
地
区
の
ラ

ン
プ
ウ
ェ
イ
内
に
と
り
残
さ
れ
る

三
世
帯
に
対
し
て
適
切
な
方
策
を

講
じ
る
。
笠
取
地
域
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
評
価
書
に
明

記
す
べ
き
で
あ
る
。

尚
交
通
事
業
者
は
、
計
画
路
線
の
供
用

は
、
一
般
国
道
１
号
（
京
都
滋
賀

間
）
及
び
名
神
高
速
道
路
の
交
通

難
解
消
を
目
的
と
し
、
供
用
の
結

果
、
一
般
国
道
2
4
号
を
除
く
道
路

は
、
市
道
。
一
般
地
方
道
、
主
要

地
方
道
の
順
に
交
通
量
が
減
少
す

ｔ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
と
し
て
は
、
と
く
に

計
画
路
線
に
よ
る
観
光
客
の
流
入

の
増
大
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
で
事
業
者
の
効
果
的
な
対
策
が

望
ま
れ
る
。

圈
文
化
財

文
化
財
は
、
埋
蔵
文
化
財
で
あ

っ
て
、
未
確
認
の
も
の
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
。
建
設
工
事
に
先
だ
っ

て
発
掘
調
査
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

一匹

４り
乙
Ｑ
Ｊ

①
手
続
き
全
般
に

に
つ
い
て

評
価
書
案
に
対
す
る
建
設
省
の

事
業
者
責
任
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
点
が
あ
る
。
今
後
の
手
続
き

に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。

住
民
に
対
す
る
公
表
・
周
知
・

公
聴
な
ど
の
手
続
き
が
適
正
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
。

②
自
然
環
境

水
禁
箆
水
毘
瓦
利
水

・
排
水
機
能
を
有
し
て
い
る
か

ら
別
途
排
水
溝
を
設
置
す
べ
『
き

で
あ
る
。

向
動
植
物
・
自
然
景
観③

社
会
環
境

今
回
の
環
境
影
響
評
価
に
お
い

て
は
、
社
会
環
境
に
関
す
る
諸
項

目
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
住
民
の
暮
ら
し
に
よ

り
多
く
配
慮
し
た
も
の
と
し
て
評
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［
ト
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環境影響評価の手続き

庄
司
会
長

（
右
端
）

二
年
四
月
二
十
八
日
、
同
五
十
四

年
三
月
二
十
六
日
、
市
議
会
京
滋

バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会
の
定

例
襲
天
の
中
間
報
告
（
①
建
設

か
ら
答
申
書
を
受
け
取
る
島
田
市
長

倒
ホ
象

①
東
花
道
付
近
の
自
然
水
を
運
ぶ

多
く
の
水
路
は
計
画
路
線
に
よ

り
分
断
さ
れ
、
治
水
上
大
き
な

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
対
応
策
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
大

鳳
寺
川
は
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
治
水
上
支
障
の
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

②
菟
道
段
の
上
よ
り
上
流
の
道
路

排
水
は
岡
本
川
へ
の
排
水
を
避

け
る
べ
き
で
あ
る
。

③
慎
島
地
域
に
お
い
て
は
、
現
有

④
生
活
環
境

圓
大
気
汚
染

大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、
十
分

広
範
な
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
た
と

は
言
え
な
い
。
ま
た
。
予
測
に
関

す
る
部
分
は
解
析
が
不
十
分
で
あ

る
。
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
は
個

別
的
事
項
倒
生
活
環
境
㈲
大
気
汚

染
で
述
べ
て
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

に
関
し
て
は
十
分
検
討
し
た
上
。

評
価
書
で
出
来
る
限
り
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
道
路
供

用
後
も
十
分
監
視
す
ぺ
き
で
あ
る
。

個
別
的
事
項
倒
生
活
環
境
国
大

気
汚
染
に
お
い
て
、
拡
散
式
の
適

用
、
二
酸
化
窒
素
の
推
定
、
環
境
保

全
目
標
値
、
高
濃
度
状
態
の
値
と

そ
の
出
現
率
等
に
つ
い
て
は
、
専

門
的
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
お
い

た
か
ら
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
い
。

な
お
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、

道
路
供
用
後
、
追
跡
調
査
用
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
別
の
問
題
と
し
て
は
。

①
明
星
山
ト
ン
ネ
ル
以
東
の
山
間

部
及
び
志
津
川
地
域
の
谷
沿
い

で
は
、
地
形
の
影
響
に
よ
り
高

濃
度
の
出
現
が
予
測
で
き
る
か

ら
、
こ
の
地
域
は
ト
ン
ネ
ル
化

を
す
べ
き
で
あ
る
。

②
宇
治
川
右
岸
地
域
の
山
麓
部
及

び
平
地
部
に
お
い
て
は
、
計
画

路
線
は
山
裾
か
ら
の
距
離
も
異

な
り
、
か
つ
半
地
下
や
高
架
な

ど
構
造
の
異
っ
た
部
分
か
ら
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分

の
路
面
付
近
の
局
地
的
な
気
象

環
境
が
か
な
り
異
な
る
た
め
、
広

域
的
な
取
り
扱
い
が
難
し
い
。
道

路
構
造
に
十
分
な
工
夫
が
必
要

で
あ
り
、
蓋
な
ど
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
■

③
宇
治
川
左
岸
平
地
部
に
つ
い
て

は
、
計
画
路
線
供
用
後
の
環
境

の
変
化
と
大
気
汚
染
濃
度
分
布

の
変
化
に
注
目
し
、
長
期
に
わ

た
っ
て
追
跡
調
査
す
べ
き
で
あ

㈲
騒
音

①
騒
音
の
予
測
に
お
い
て
は
、
日

本
音
響
学
会
式
を
用
い
る
際
の

パ
ワ
ー
レ
ベ
ル
の
適
用
方
法
。

予
測
精
度
の
問
題
、
暗
騒
音
の

と
り
扱
い
、
炭
山
地
区
（
ト
ン

ネ
ル
坑
口
を
含
む
）
の
騒
音
予

測
、
換
気
所
の
パ
ワ
ー
レ
ベ
ル

な
ど
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
。

個
別
的
事
項
倒
生
活
環
境
㈲
騒

音
に
お
い
て
専
門
的
見
解
を
示

し
た
か
ら
慎
重
に
検
討
さ
れ
た

い
。

②
環
境
保
全
目
標
ｌ
環
境
基
準
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
滴

足
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、

現
況
を
で
き
る
だ
け
悪
化
し
な

価
さ
れ
る
。

社
会
環
境
に
関
し
て
将
来
実
施

す
べ
き
も
の
は
、
事
業
者
が
行
う

も
の
の
ほ
か
、
京
都
府
、
宇
治
市

の
施
策
に
待
つ
も
の
を
多
く
含
む

か
ら
、
’
事
業
者
は
京
都
府
、
宇
治

市
と
十
分
協
力
さ
れ
る
こ
と
を
望

い
よ
う
に
す
ぺ
き
で
あ
る
。

③
騒
音
対
策
と
道
路
構
造
＝
①
及

び
②
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
宇

治
川
以
東
で
は
道
路
近
傍
に
現

在
民
家
が
存
在
す
る
か
、
あ
る

い
は
供
用
開
始
時
ま
で
に
民
家

が
建
設
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
に

つ
い
て
は
、
半
地
下
構
造
に
ひ

さ
し
型
遮
音
壁
あ
る
い
は
蓋
を

す
る
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
ぺ

き
で
あ
る
。

同
振
動

①
予
測
方
法
に
つ
い
て
は
、
デ
ー

タ
の
提
示
な
ど
に
つ
い
て
不
十

分
な
点
が
あ
る
。

②
環
境
保
全
目
標
値
に
つ
い
て
は
、

要
請
基
準
値
を
そ
の
ま
ま
環
境

保
全
目
標
値
と
す
る
こ
と
に
は

問
題
が
あ
る
。
適
切
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

咄
低
周
波
空
気
振
動

①
低
周
波
空
気
振
動
問
題
の
重
要

性
の
認
識
に
欠
け
る
点
が
あ
る
。

倒
土
地
利
用

現
況
並
び
に
予
測
に
係
わ
る
評

価
書
案
の
内
容
は
ほ
ぼ
妥
当
で
あ

笠
取
地
域
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

評
価
書
案
に
よ
れ
ば
。
笠
取
地

②
予
測
及
び
評
価
で
は
、
叙
述
に

不
十
分
な
点
が
あ
る
。

同
健
康
問
題

評
価
書
案
に
は
、
と
く
に
こ
れ

に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
健
康

問
題
は
。
環
境
影
響
評
価
の
基
本

的
事
項
で
あ
る
。
住
民
の
健
康
保

護
の
見
地
か
ら
留
意
す
べ
き
こ
と

を
あ
げ
て
お
く
の
で
。
次
の
点
に

つ
い
て
と
く
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

す
な
わ
ち
、
①
宇
治
市
域
で
は
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
環
境

基
準
を
越
え
る
こ
と
が
あ
る
。
②

短
期
間
の
高
濃
度
大
気
汚
染
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
。
③
環
境
基

準
は
絶
対
的
な
安
全
保
障
と
な
ら

な
い
。
④
環
境
基
準
以
下
の
交
通

騒
音
に
対
し
て
も
、
そ
の
影
響
を

考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
影
響
予
測
に

十
分
な
安
全
率
を
見
込
み
、
環
境

保
全
対
策
を
行
う
た
め
に
道
路
構

造
上
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

＠
＠

⑤
そ
の
他
の
環
境

保
全
対
策

上
記
倒
か
ら
倒
に
述
べ
た
こ
と

に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
環
境

保
全
対
策
を
た
て
ら
れ
た
い
。
環

⑥
道
路
構
造

㈲
ト
ン
ネ
ル
構
造
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
検
討
し
た

上
で
、
一
連
の
ト
ン
ネ
ル
構
造

に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

圓
そ
の
他

①
笠
取
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

設
置
す
る
。

②
宇
治
川
左
岸
堤
か
ら
近
鉄
京
都

線
を
高
架
で
こ
え
る
ま
で
は
Ｉ

連
の
高
架
構
造
に
す
る
。

③
計
画
路
線
と
一
般
国
道
２
４
号
と

の
交
差
点
に
お
い
て
、
同
国
道

に
右
折
レ
・
・
‐
ン
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
市
道
宇
治
橋
大
川
原
線

Ｉ
／
ら計左ぐＥ－ＩＪ四トＥイ払

＠

境
保
全
対
策
は
、
環
境
影
響
評
価

の
予
測
・
評
価
の
場
合
と
違
つ
て
、

協
議
会
と
事
業
者
の
見
解
の
相
違

の
機
能
低
下
を
き
た
さ
な
い
こ

と
を
基
本
に
し
て
、
交
差
点
構

造
の
変
更
を
行
う
。

Ｓ
4
11″

｛
Ｅ

を
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
足
り
な

い
か
ら
、
実
施
の
有
無
を
評
価
書

に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

圓
自
然
環
境

明
星
山
ト
ン
ネ
ル
西
坑
口
よ
り

宇
治
川
に
至
孝
宇
治
川
右
岸
地
城
、

と
く
に
右
岸
住
宅
密
集
地
に
お
い

て
は
、
道
路
構
造
上
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
。

㈲
社
会
環
境
。

計
画
区
域
内
の
既
存
道
路
の
う

ち
の
小
規
模
市
道
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
機
能
回
復
、
お
よ
び
流
域
変

更
を
行
う
際
の
既
存
河
川
水
路
の

機
能
回
復
を
す
べ
き
で
あ
る
。

同
生
活
環
境

槙
島
地
域
で
は
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
、
防
音
対
策
を
講
じ
る
。

当
該
高
架
構
造
両
側
に
設
け
ら
れ

る
緩
衝
緑
地
帯
を
出
来
る
だ
け
拡

幅
し
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
よ
っ

て
隔
離
す
る
。

④
府
道
向
島
宇
治
線
と
併
設
国
道

と
を
直
接
連
絡
す
る
道
路
構
造

を
検
討
す
る
。

⑦
環
境
保
全
協
定

以
上
山
’
ふ

価
書
案
に
対
す
る
協
議
会
の
見
解

を
述
べ
た
。
本
答
申
に
基
づ
い
て

環
境
影
響
評
価
の
見
直
し
が
な
さ

れ
、
か
り
に
環
境
上
大
き
な
問
題

が
な
い
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、
本

計
画
路
線
の
供
用
に
よ
る
公
害
発

生
の
防
止
、
環
境
保
全
を
保
障
す

る
た
め
、
宇
治
市
と
事
業
者
と
の

間
に
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
保
全
協

定
を
締
結
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

宇
治
市
。
地
域
住
民
代
表
と
事
業

者
の
間
に
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
保

全
協
巌
会
を
設
置
し
、
予
測
を
越

え
る
事
態
の
発
生
に
対
処
す
べ
き

で
あ
る
。

お
わ
り
に
事
業
者
に
要
望
し
た

い
こ
と
は
、
環
境
彫
響
評
価
の
手

法
は
現
在
の
科
学
。
技
術
に
よ
っ

て
絶
対
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を

考
慮
し
て
種
々
の
手
法
を
比
較
検

討
し
、
ま
た
、
住
民
の
生
活
体
験

か
ら
の
要
望
に
最
大
限
応
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

宇
治
市
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
、

環
境
保
全
対
策
は
宇
治
市
の
行
政

に
負
う
こ
と
が
大
き
い
か
ら
、
京

滋
バ
イ
パ
ス
宇
治
地
区
整
備
計
画

の
実
施
に
当
っ
て
は
、
行
政
対
策
、

制
度
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。
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Ｉ４
一行Ｊ１万年ｒ

Ｄ
作ぐ｝１

りよだ政市治宇号Ｑ
｀
り
ａ
ｒ
Ｄ
第

糖尿病の集い
太りすぎていませんか

よく

トイレに

行く

毬
の
ど
がか
わ
く

″｀
一
｀″｀″｀

一
゛ゝ

一

―
―
Ｉ
Ｉ
－
Ｓ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
自
Ｉ

起
こ
り
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、

食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
、
イ
ン
ス

リ
ン
を
出
す
す
い
臓
の
異
常
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
、

と
こ
ろ
で
糖
尿
病
を
放
置
す
れ

ば
、
恐
ろ
し
い
〈
屏
症
を
引
ぎ
起

こ
し
ま
す
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

尿
毒
症
、
歯
ソ
ウ
ノ
ウ
ロ
ウ
な
ど

…
つ
い
に
は
糖
尿
病
性
こ
ん
す
い

に
な
っ
て
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

年
金
相
談
を
開
設

何
歳
か
ら
・
・
・
ど
ん
な
手
続
き
で

…
ど
ん
な
種
類
の
年
金
が
も
ら
え

る
の
か
Ｉ
市
で
は
、
国
民
年
金

を
’
中
心
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
ご
質

問
に
お
答
え
す
る
年
金
相
談
を
開

き
ま
す
。

自
分
の
年
金
に
疑
問
や
不
安
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
越
し

あ
り
ま
す
。
も
し
。
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
で
も
ご
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
（
保
険
年
金
課
）

年金相談の日程

”
む
一
ｒ
≫

景
芳

治
一
を

べ
帽

‥
四
「
一

募
集

宇
治
市
民
音
楽
祭

出
場
者
募
集

市
民
の
み
な
さ
ん
の
音
楽
会
－

第
1
9
回
宇
治
市
民
音
更
罫
来
年

２
月
1
5
日
剛
に
開
き
ま
す
が
。
こ

の
音
更
お
出
場
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
内
容
：
ｉ
部
＝
コ
ー
ラ
ス
。

２
部
＝
器
楽
演
奏
・
軽
音
楽
・
吹

奏
楽
・
邦
楽
な
ど
ｙ
対
零
：
宇
治

市
民
や
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

人
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ｙ
申
込
み
・
・
・

1
1
月
2
9
日
出
ま
で
に
宇
治
市
公
民

館
（
宇
泊
里
尻
7
1
－
９
、
ａ
Ｏ
２

８
０
４
）
へ
。

す
。▼

と
き
・
・
・
1
1
月
2
0
日
陶
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
保

健
所
ｙ
内
容
・
・
ぶ
乳
幼
児
期
の
運

助
・
発
達
の
よ
う
す
、
②
よ
い
育

児
・
よ
い
し
つ
け
、
③
ム
シ
歯
と

赤
ち
ゃ
ん
の
食
べ
も
の
、
④
歯
科

医
か
ら
み
た
子
供
の
ム
シ
歯
予
防

⑤
歯
み
が
き
の
実
演
と
指
導
。

（
宇
治
保
健
所
）

麻
し
ん
予
防
接
種
の

医
療
機
関
を
追
加

３
月
2
1
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り

「
保
健
衛
生
特
集
号
」
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
麻
し
ん
（
は
し
か
）
７
日
切
1
4
日
剛
の
午
前
９
時
～

ま
た
、
こ
の
音
楽
会
の
運
営
に
予
防
接
種
の
で
き
る
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
出
場
者
で
実
行
委
員
次
の
医
院
を
追
加
し
ま
す
。

会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ｙ
桜
井
医
院
：
永
幡
内
畑
3
4
－

な
お
、
1
2
月
６
日
出
に
準
備
会
を
1
1
ユ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
ピ
ル
内

開
き
ま
す
。

（
公
民
館
）

案
内

（
保
健
衛
生
課
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

・
：
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
参
加

ク
ラ
ス
を
明
記
し
て
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
。
当
日
参
加
も
で

き
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
’

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
2
1
日
（
金
T
1
2

月
1
3
日
心
土
）
の
毎
週
金
・
土
曜
日

で
、
午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と

こ
ろ
・
・
・
岡
屋
小
学
校
ｙ
参
加
料
・
：

八
百
円
ｙ
定
員
・
：
3
0
人
ｙ
申
込
み

：
参
加
料
を
原
え
て
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

市
民
体
力
テ
ス
ト
会

あ
な
た
の
採
力
年
炉
は
い

く
つ
で
す
か
。
3
0
歳
以
上
の
人
な

ら
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
雙
雇
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

正
午
と
午
後
１
時
～
４
時
ｙ
開
放
ｙ
と
き
…
1
1
月
1
8
日
心
火
）
の
午

す
る
施
設
・
・
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
バ
レ
後
７
時
半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
南
小

Ｉ
コ
ー
ト
ｙ
利
用
の
資
格
・
・
・
ス
ポ
倉
小
学
校
ｙ
内
容
・
：
ジ
グ
ザ
グ
ド

ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
成
人
を
リ
プ
ル
、
サ
ー
ジ
ヤ
ン
ト
ジ
ヤ
ン

責
任
者
と
す
る
1
0
人
以
上
の
団
体
プ
、
急
歩
、
握
力
。
反
復
横
と
び

で
、
学
校
開
放
運
営
委
員
会
（
城
な
ど
文
部
省
規
定
の
壮
年
体
ガ
テ

南
高
校
内
）
に
登
録
し
て
い
る
こ
ス
ト
。
（
社
会
教
育
課
）

と
▼
問
合
せ
先
・
・
・
城
南
高
校
（
Ｓ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
ａ
ｔ
１
６
５
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）
催
し

育
児
と
歯
の
教
室

生
後
７
ヵ
月
か
ら
１
歳
未
満
の

子
ど
も
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
対
象

に
．
育
児
と
歯
の
教
室
を
開
き
ま

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
で
き

る
楽
し
い
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
講
習
会
を

市
内
２
会
場
で
開
き
ま
す
。

ｙ
会
場
と
日
時
…
開
公
民
館
で

1
1
月
1
7
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
の
午

後
７
時
？
９
時
、
広
野
隻
｀
所
で

1
1
月
1
2
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
の
午

前
９
時
半
～
1
1
時
半
、
そ
れ
ぞ
れ

６
ヵ
月
間
ｙ
受
講
料
・
・
・
月
額
四
百

▼
と
き
・
：
1
1
月
2
3
日
（
祝
）
、
８
円
と
テ
キ
ス
ト
代
六
百
円
▼
申
込

時
半
～
1
0
時
受
付
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
み
・
：
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
太
必
中

池
川
一
帯
で
、
集
合
は
塔
の
島
▼
ク
村
日
出
男
さ
ん
（
豊
ａ
ｒ
０
４
７
）

ラ
ス
’
・
・
個
人
（
経
験
者
と
初
心
者
）
、
か
、
加
藤
慶
子
さ
ん
（
ａ
ａ
ｔ
２

グ
ル
ー
プ
、
一
般
Ａ
・
Ｂ
．
家
族
０
６
）
ま
で
、
当
日
会
場
で
も
受

組
▼
参
加
費
・
：
三
百
円
ｙ
申
込
み
付
け
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
、
１
週
間
か
ら
４
週
間
の
間
を

あ
け
て
２
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
当
日
は
体
温
ｔ
は
か
り
。

筆
記
具
を
持
っ
て
保
護
者
同
伴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
日
程
は
７
月

1
1
日
号
の
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
（
保
健
衛
生
課
）

城
南
高
校

体
育
施
設
開
放

城
南
高
校
で
は
。
体
育
施
設
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
開
放
レ
ｔ
Ｔ
。

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
3
日
岡
1
2
月

■
ｙ

ｊ

三

一

呻
朝
０
さ

Ｉ

時
翌
時

″

ら
８
ゝ
６
は

か
朝
時
朝
話

日
翌
ｓ
翌

″

2 7
”
夜
ゝ

0 6

月
時
在
時
凶

1 1
7
現
９
及

ぐ
夜
ぐ
夜
曙

・
●
０

／
・
‥
‥
り

に
一
一
注

ク
長
一
ぐ

ト
延
一

お
を
設

に
間
新

ら
時
を

さ
Ｄ
Ｏ

＊
±
Ｓ
ｋ
■
Ｓ
ｉ

ヵ
４
６

話

ぐ
ぐ

通
引
引

の
割
割

間
間
夜

夜
夜
深

局話電報電治宇今

は
へ
宍
ｔ
で
Ｉ
・
番
番

昌

2
1
1
1

″
言

り９力明

ムＥ
ぞ

え
、
つ

Ｊ
ど
引
湾
Ｓ
既
か
電
Ｑ
子
諭
観
芯詰

C
£
）

(
Ｎ
I

０
５

婦
人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労

働
条
件
は
ど
の
よ
う
に
な
・
つ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
賃
金
を
中

心
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
◇

昭
和
五
十
五
年
に
お
け
る
婦

人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
一
時
間

当
り
の
平
均
賃
金
は
、
全
国
で

四
百
五
十
四
円
、
京
都
府
で
五

百
四
十
四
円
で
す
。
し
か
し
。

一
般
女
子
労
働
者
と
比
べ
る
と

婦
人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
金

は
約
八
割
。
賃
金
上
昇
率
は
一

般
労
働
者
と
比
べ
て
低
く
。
格

③

差
は
広
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）

に
つ
い
て
み
る
と
、

者
に
対
し
て
は

ほ
ぽ
一
〇
〇
％

の
事
業
所
で
賞

与
が
支
給
さ
れ

一
般
労
働

イ
マ
ー
」
な
ど
の
新
聞
見
出
し

を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
前
回

で
も
ふ
れ
た
と
お
り
「
人
件
費

が
安
く
つ
く
」
と
す
る
企
業
。

「
通
勤
に
便
利
だ
か
ら
」
と
す

る
婦
人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
…
…

こ
う
し
た
意
識
も
手
伝
つ
て
賃

者
と
と
も
に
パ
ー
ト
タ
イ
プ

が
、
わ
が
国
の
賃
金
構
造
の
中

で
低
賃
金
階
層
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
婦
人
パ
ー
ト
タ

イ
了
‐
は
時
間
給
と
通
勤
手
当

以
外
は
何
も
な
い
状
態
が
多
く
、

労
働
基
準
法
に
違
反
し
て
い
る

劣
悪
な
労
働
条
件
も

て
い
ま
す
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
に
対
し
て
は
七
五
％
の

事
業
所
で
の
み
支
給
。
そ
の
う

え
支
給
額
も
一
般
労
働
者
の
四

分
の
一
程
度
で
す
。

「
劣
悪
な
労
働
条
件
で
無
権

利
状
態
に
あ
る
婦
人
パ
ー
ト
タ

金
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
が
大

き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時

間
給
が
産
業
別
・
地
域
別
最
低

賃
金
法
に
違
反
す
る
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
る
と
言
わ
れ
、
不
安
定

な
雇
用
の
臨
時
工
、
日
雇
労
働

場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
実
態
か
ら
労
働
省

で
は
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
雇
用

は
身
分
的
な
区
分
で
な
く
短
時

間
就
労
と
’
い
う
一
つ
の
雇
用
形

態
で
あ
り
、
労
働
時
間
以
外
の

点
に
つ
い
て
は
…
…
…
フ
ル
タ

イ
了
‐
と
何
ら

異
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
パ

ー
ト
タ
イ
了
‐

に
つ
い
て
も
労

働
基
準
法
を
は

じ
め
と
す
る
労

働
関
係
法
が
等

し
く
適
用
さ
れ

る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
わ
け

で
す
。

し
た
が
っ
て

女子パートタイマ労働者の規模別所定内給与

国
四

鸞

比

賤
闘
順
｀

１
た
働
６
６
６
６
６
檎

ｍ
賤

2
3
8

2
3
2
3
2
3
2
3

｀

続
数
鉾
５
２
４
５

資

勣
年
＾
“
゛
ｔ
’
＾
‘
゛
゛
‘
゛
＾
‘
゛

齢
檀
０
５
９
０

年
4
1
4
0
4
1
4
1
4
1

間
り
円

哨
鼓

4
5
4
4
9
1
4
5
1
4
4
1
ｓ

均
上
所
人
所
人
所
均

平
ｕ
業
９
９
９
乗
讐
平

人
事
事
作
事
府

国

０
０
０
模
作
模
1
0
模
都

全
‐
規
詔
規
京

労
働
基
準
法
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
婦
人
パ
ー
ト

タ
イ
了
・
に
も
「
有
給
休
暇
」

「
産
前
産
援
の
休
暇
」
「
育
児
時

間
」
「
生
理
休
暇
」
な
ど
も
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
交
通
労
政
課
）

市
政
短
信

大
久
保
町
山
ノ
内
に
お
住
い
の

阿
部
一
信
さ
ん
か
ら
お
便
り
。

丸
二
年
間
近
所
の
児
童
公
園
を

毎
日
掃
除
し
て
い
ま
し
た
が
。
近

ご
ろ
足
が
不
自
由
に
な
り
ま
し
た

の
で
や
め
て
い
ま
す
。
お
許
し
く

だ
さ
い
Ｉ
と
の
、
心
あ
た
た
ま

る
お
話
し
で
す
。

阿
部
さ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
善
意

が
少
し
づ
つ
宇
治
市
内
に
も
広
が

り
は
じ
め
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

婦
人
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

や
さ
し
い
労
働
教
室

‘
ｉ
ｉ
ｉ

゛

ｆ
ｒ
ｚ
の

ｐ
ｊ
i
b
＼
）
f
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ｘ
ｊ
＊
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